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寄贈資料からみた帝国図書館と中国

土屋　紀義

は　じ　め　に

　国立国会図書館には、．、国劇有数の中国語資料が所蔵されている。この膨大な

コレクションができあがるにいたるまで、一世紀半に近い歴史があり、この間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しに数おおくの人々が、様々な形でコレクションの形成に関わってきた。1）

　そのなかで、明治中期から、昭和戦前期にわたらて、中国人、あるいは中国

の機関・団体筆から中国語資料が寄贈されてきた。これらの資料は、膨大な国

立国会図書館所蔵中国語資料のなかでは、九牛の一毛といっても過言ではない

ささやかなものである。，しかし、そのなかには、稀観なもの、あるいは、重要

なものが少なカ、らず含まれている。その点で数が少ない汐・らと言って無視する

ことのできない意義があるといえよう。

．その上、，寄贈者の身元を確認することによって、また、関係者の来日の事情

により、どのような機関から資料が寄贈されているかを見ることにより、その

時々の日本と中国との関係をかいま見るよすがとすることもできる。とりわけ

中国の側から、日本がどのようにみえていたかの一端を知ることができるので

ある。・

国立国会図書館収集部には、明治初期からの『図書原簿』』が保存されている。

これによって・各資料が≦内務省交付本か・購入か・寄贈か、また購入・寄贈

資料の場合、購入先・寄贈者がだれで、いつ『図書原簿』に記載されたかがわ「

かる。

　以下、中国からの寄贈資料を、『図書原簿』の記載順に列記し、寄贈者等に

・？いて確認できたことがらを、必要に応じて付記する。・各資料の書誌事項は、

原則として、『国享国会図書館漢籍目録』（国立国会図書館　昭和62年）によ

る。各項は、書誌事項・寄贈者・’原簿への記載年月日からな．る。、
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寄贈資料一覧　付寄贈者概観

（1）『爲定尚書』呉汝論校1冊光緒18，桐城1呉氏家塾刊　呉汝論寄贈明治

　35年10月3月
（2）『深州風土記』呉汝論纂8冊・光緒26文端書日刊　呉汝編寄贈　明治35年

　10月3日
（3）『挑惜抱先生前漢書評点』　挑野物　1冊　光緒16呉汝輪寄贈　明治35年

　10月3日　　　　　　　　　．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　呉汝論（1840～1903）。中国、清末の学者。清朝の文壇に勢力を持った

　桐城派ぞ有名な安徽省桐城の人。同治4年（1865）の進士。「文章は天地の

　至精」とのべた彼は若くから文章家として名をはせ、当時の大官僚曾旧藩、

　李鴻章のブレーンとして活躍、曾・，李両人の上奏文のおおくを書いたとい

　われる。光緒28年’（1902）境在の北京大際の前身である京師大學堂の総教：

　習となり、教育視察のため日本を訪れ、日本の三省堂から『東遊耳蝉』を

　出版、中国の学校制度確立に影響をあたえた。著書にr桐城呉先生全書』

　22巻などがある。（『平凡社大百科事典』「百弊編」の項による。）

　　『東遊野冊』＜≧：省堂、1明治35年10月）によれば、呉一輪は、同僚および

　学生等ととも．に明治35年6月9日に中国を出発し、同年10月18日神戸を

　出帆し帰途についた。この間、神戸、大阪、京都、名古屋等で関係機器を

　視察し関係者と会談したが、滞在期間の大半を東京で過ごし、情報の収集

　にっとめた。2）

　　呉汝論一行は、大刷から小学校にいたるま、で、各段階のあらゆる種類の，

ト教育機関を視察している。さらに、教育関係だけではなく、銀行や監獄な

　　どもふくめた広い三囲の施設も視察している。帝国大学の場合のように、’

　多くの紙数を費やして詳細な紹介が行われているものもある。

　　『図書原簿』の記載から判断して、呉三論がその編著書を帝国図書館に寄

　均したのがこの時であったことに相違ないとおもわれる。しかし、旧暦8

　月29日（新暦9月30日）に上野の「遊覧博：物館」にいったことが『東遊

　叢録』『にでているものの、’帝国図書館への言及がない。記述は残されては

　いないが、あるいは、三三は、／この時帝国図書館へも行ったのであろうか。

　　なお、1＝東遊三三』には、図書館では、唯・一一一・大橋図書館が紹介されている。

　下記の通りである。
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　　　「（旧暦8月）25日、早朝ぐ大橋図書館を視察する。大橋左回の創設であ

　　る。（大橋は）かつて博：文館を創立し、資本金20万円をもって博進塁を設

　　、けた。明治33年、開館を決定した。出資金20万円、維持費2万5千円で

　　あった。事業にとり、かかかったところで、（大橋）は病死した。新太郎とい

　　うその息子が父の志を実現した。その閲覧室は、男女に分けられている。2

　　隣には、168人が収容できる。1階では、新聞、新刊雑誌を閲覧し、100人

　　を収容することができる。現在の蔵書は、和漢書3万冊、洋書2千冊余、

　　国内雑誌3千5百冊、外国雑誌5百冊、計3万6千余冊である。毎日午前8

　　時9時から午後4時5時まで開館。閲覧者は、入ロで閲覧券を購入し入館

　　できる。一回につき料金は3銭である。もし10回分を購入すれば24銭で

x　ある。新刊新聞・雑誌の閲覧を請求する場合は、半額である。閲覧資料は、

　　タイトルを利用券に書き込み、返却すると館内の印章を押印し、退紅の際

　　にこの券を提出させる。目録を検索し、資料を出納するのは、極めてすば

　　やい。利用規則が、非常にすぐれている。私は、『尚書』、『三三漢書平点』

　　と、近著の『風土記』の3種を贈呈した。」3）

　　　呉氏が大橋図書館に寄贈した資料3点は、帝国図書館に寄贈したものと

　　同一である。3点の資料をそれぞれ組織ずつか来日の際に携行し視察先の

　　機関等に寄贈したのではあるまいか。

　（4）『格致古微』王韓紅撰　2冊光緒22　同県王氏三郷移：IJ王仁俊寄贈

　　　明治36年5月11H’、

　　　王心妻（1866～1916）。江蘇呉県の人。進士、清末の著名な学者愈1越と

　　同寸、蘇州に於ける存古学堂の教員となり、京師大裁堂教授にも任じた。

　　平生著述に専心．し、等身の著述を試みた。未刊、未定稿もすくなくない。

　　またかれの門弟も多い。書誌学者としても著名で、広州の広雅書留の出版

　　事業にもかかわった。（橋川時雄編『中国文化界人物総懸』昭和15年10月

　　等、による。）

　　　王氏は・、明治36年（1903）ト4月、学事視察の目的で来日した。当時の肩

　　書きは、「試用知府」であった。4）

　（5）『風諭室楽石文述』喪心源撰10冊　光緒25　陳矩寄贈　明治36年6月6日

　（6）『髭氏為鐘図説補義』鄭珍撰　陳矩寒寒　1冊　光緒刊　陳矩寄贈　明治

　　36年6月8日
　（7）『重定金石契、続録，附石鼓文登口、補注』張昌燕i撰　5冊　光琳22　附

　　羽咋28　肩下聚学軒刊　劉込潮寄贈　明治36年’7月21日

一3一



（8）『金石図説』牛運震撰　楮俊模　劉緑台補　2冊　光緒20　劉氏聚学軒重’

　　刊　劉世事寄贈　明治36年7月21日

　　　劉世桁（1874～1926）は安珪砂池の人。当時の地位は観察（清華、一

　　省を導燈に分けその行政事務を管理させ、あるいは、塩政・糧運等の特定

　　の事務について省レベルの上司を補佐させるためにおかれた道員とよばれ

　　る官僚のこと）。明治36年（1903）4月、両江総督張之洞により、大阪博：

　　覧会、工場、学校視察のために派遣され来日した。彼はまた、三元版の影

｝　印本の出版によっても当時著名で、元明の雑劇・伝奇の収集家でもあった。

　　4）劉世珊自身の手になる帝国図書館を訪問した記録は確認できない。ただ

　　し、劉氏に同行した上海製造局職員江慕洵の日本訪問紀行『雲海東遊記』

　　（光緒32践刊）に次のようにしるされている。

　　　「（旧暦閏5月）5日戊子（新暦6月29日）月曜、帝国図書館をひととお

　　り参観する。図書館に所蔵する内外の新旧の書物は、30余万である。中に

閲覧室1部屋が設けられ、数百人を収容できる大きさで、読者の便宜をは・

かっている。なかに入って視察する。4、5人の担当職員がいて、専ら資料

、のチェックや出納の任にあたっている。所蔵されている中国の重刻も相当

に多い。また日清戦争の際に清朝の宮廷の書庫におさめられていた秘籍で

日本のものとなったものも非常に多い。堅巻、その由がしるしてあり、こ

れを見て暗然とした。5）しかし、ζの日、あわただしく、ざっと、これら

に目をとおした。惜しむらくは、ことこまかに見ることができなかったの

が残念である・墨壷去るに際して・図書の管理者が・蔵＝書．di目録1巻を聚

叔に贈ってくれた。

附記、この日見た宋刻本は3種である。

姓解3冊雁門部恩　宋景祐2年刻大字本数頁10行毎期17字

佛説妙吉祥最勝根本大外経宋淳化5年刻経摺本

大唐西域髄腔序損失無年号宋刻々摺本毎頁6行運行17字」6）聚叔とは、劉

．世珊のことでぐ7）彼は、この時、帝国図書館を訪問している。

　なお、資料寄贈とかかわりはないが、この頃中国人が帝国図書館を訪問

した記録があるので、次に紹介しておく6明治39年9月、政治・学務の視

察のために来日した潮州府知府呉蔭培の日本訪問記録『丙午扶桑遊記』（光

緒32秘戯）に「（旧暦10月）13日はれ。あさ、再び上野公園の東京音楽学

校へいった。（中略）道すがら、帝国図書館にたちよった。券を購入して入

館する。閲覧者がひきもきらない。皆、冊子目録を検索しく別紙に署名す
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　る。次から次へと閲覧し返却する。私もまた宋版数種を調べた。陳陽の

　『楽書』があった。楊万里が序を書いており、徽宗皇帝の時に、朝廷に献上

　されたものである。また明版数種をあれこれと調べ、ひととおり目を通し

　た上で退館した。」とある。8）このころ来日した中国の知識人のあいだで

　は、帝国図書館に漢籍の善本が所蔵されていることが知られていたようで

　ある。

（9）『柏堂遺書』方宗誠撰　50冊　光緒刊（志学山家蔵版）　方守敬寄贈明治

　36年7月28日

（10）『原野』英国斯密亜門（アダム・スミス）原本門門翻訳　8冊　光緒28

　南洋公二七書院二二　旧記年寄贈　明治37年4月4日

（11）『天演論』赫門生（バクスレー）造論　厳二二　1冊　二二27　富文書

　局石印　方燕年寄贈　明治37年4月4日

　　門馬年は、来日当時山東大忌総弁。2回来日している。1回目ば、学事視

　察のために、明治35年に来日し、2回目の来日は、翌年夏のことであった。

　9）2回目の滞在もある程度の期間に渡っていたようであり、帝国図書館へ

　の寄贈は、この時のことではあるまいか。10）　　　　　　　　　　　一

（12）『中国国債史附録埃及国債史』二二室主人著　1’冊　二丁30　上海　廣

　智書局　（通俗蒔局鑑第1種）　新民叢二二寄贈　明治38年1月6日

　　当時、門門室主人梁敬超は、日本に亡命し、横浜において、新民謡報社

　を主催し、当時の中国の思想界に大きな影響を与えた雑誌『新民叢報』を’

　刊行していた。

（13）『遼文葦・補遺・附録・西夏文綴・芸文志』　王仁俊輯併撰　1冊　光緒30

　刊　閾鐸寄贈　明治38年5月29日　（本書は、表紙に「清国王仁俊撰呈」

　としるされている。）

　　閾鐸は、安徽合肥の人。日本に留学し、建築学を学ぶ。江蘇都督府監獄

　科長に任じられた。二代の建築技法書『営造方式』に関する著述などもあ

　る。（『現代支那人名鑑』外務省情報部　大正i3年6月、等による。）

（14）『佛三三三所問萬行荘厳三二』釈二二訳　4冊　清刊　二二寄贈　明治

　38年6月13日　　’

（15）『墨子聞詰・附録・後語』孫k譲撰　8冊　光緒21　蘇州　毛上珍木活

　字印　孫詰譲寄贈　明治38年9月25日

　　門門譲（1848～1908）σ三江瑞安の人。挙人。清朝考証學め悼尾をかざ

　る碩学である。多くの優れた著書があるが、主著『墨子聞詰』、『周回正義』
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　は、『墨子』、『周禮二』研究の基本文献である。初期の甲骨文字研究にも業績

　を残している。自身は、来日したことはないが、本書寄贈の事情は、本書

　の序末に付された「光響町辰正月、即智衡遊学東蘇，属送呈日本国図書館、

　永遠三蔵、孫三三記」という識語によって知ることができる。

　　また、彼は、鴨脚省に積極的に新式教育を導入した。11）図書館と》・う教

　育施設にも関心をもっていたのではあるまいか。

（16）『影北宋抄本毛際巻4～6』1冊　光緒　貴陽　陳矩刊　陳矩寄贈　明治

　38年ll月6日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

（17）『悟蘭月・演遊草・野瀬草・東遊文藁』　陳矩撰　1冊　光緒19序刊’陳

　矩寄贈　明治38年11月6日

（18）『霊峯草堂叢書』　陳矩輯　3冊　光緒　貴陽　町尽刊　陳矩寄贈　明

　治38年11月6日
（19）r心匠』鄭思肖撰　1冊　光町31上海　廣罫書局鉛印　閾鐸寄贈　明

　治38年11月13日　　　　　　　・’　　　　　　｝

〈20）『鐵影回亀』劉外防　6冊　光緒29石印　一門雲寄贈　明治39年4月14

　．日

（21）『鐵雲蔵陶』翻鴉撰　4冊　下緒30序石印　劉鐵雲寄贈　明治39年4月14

　日　　　1　｝

　　劉鴉（1857～1909）。中国清末の事業家にして支人。江蘇省丹徒の人、

　字は層雲。『早くから黄河治水、鉱山開発、市場経営、など各種の事業に身

　を投じ、1900年（光緒34）義和団事件に際し、難民救済のために政府に無

　断で官戸を放出、ために新旧に流され死んだ。，治水関係の著書のほか、／t当

　時発見されたばかりの申骨文字の資料集『三雲蔵回』、異色の小説『老残遊

　記』などで知ちれる。（『平凡社大百科事典』「三三」ゐ項による。）

（22）『九旗古義運』　孫詰牢撰　1冊　光緒28　勢州孫氏聖廟刊　黄紹箕寄贈

　明治39年10月19日1
（23）『古典拾遺・’ 国v政和禮器文字孜』　孫詰譲撰　1冊　光緒17刊　黄四四

　寄贈　明治39年10月19日

（24）『札逢』　孫詰譲国　6冊　光緒21序刊　黄紹箕寄贈明治39年10月19

　日一．t

（25）『郵書斜補』西口譲撰　2冊　光緒26刊　黄紹箕寄贈、明治39年10

　月19日　　　　　　　　　　　　　　　　・

（26）『一拝學堂章程』張之洞等撰　5冊　光緒29　北京四書局鉛印　黄紹箕寄
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　贈　明治39年10月19日
（27）『盒破需本紀』　劇界悪徳擢　林紆・三三訳　4回忌光緒31　北京　学務

　官棋局影印　黄紹箕寄贈　明治39年10月19．日

（28）『入旗文経・附作者考・三三』盛三三　附・’楊弓三三　12冊　光緒28

　序武昌刊　黄紹箕：寄贈　明治39年10月19日

（29）『布匿第二次戦記・続S一英目引報徳撰林紆・魏易訳2冊　光緒29、北

　京．大學堂理解局鉛印　単射箕寄贈　明治39年10月19日

（30）1『鼻塞銅劔楼蔵書目録』三三撰　io冊　光緒23論券旧刊r三三箕寄贈

　　明治39年10月19日

（31）『檀書隅録・続編』楊親和i撰　8冊　光緒19　三三箕寄贈　明治39年10

　　月19日　（本書は、現物の確認ができなかった。）

　　．黄親旧は、明治39年（19Q6）8月、当時湖北三三使であったが、三省の

　提學使15名とともた、訪日団の団長として、地方教育行政視察のために、

　　日本に派遣された。清朝末期の政官界の実力者張之洞の女婿でもあった。

　　提學使は、光緒32年4月（1906年5月）従来各省におかれた提督平政を

　廃止しておかれた、三省を統轄する教育行政機関である三三使司の長官、

　　その地位は、平政使の次、按察使の上で、総督・巡撫の統制下にあった。

　　12）

　　　また、黄氏が孫詰譲の弟子でもあり、その著書の校正にも携わったこと

　　が、例えば『墨子聞詰』の践文によってわゆる・13）

（32）『日本最近政事調査記』逢聖恩輯述　1冊‘光緒33東京　　並木活版所

　　（印刷）　逢恩田寄贈　明治40年6月10日

　逢承恩は、明治39年（1906）・8月、艶治・学務視察のため来日。当時、道

　　員への任官待機中の候補道であった。14）　．ノ

（33）『孔子集語補遺』王仁三三　1冊　光緒32　三三　王氏正學刊　王仁俊

　　寄贈　明治41年1月6日

（34＞『蒼頷篇輯補1斜談・説文引漢律令孜・附録』　王尾口撰　光緒32～33　1

　　冊　呉県　王氏籍鄭移刊　王仁俊寄贈　明治41年1月4日

（35）『新彊大記』，閾鳳楼撫　1冊　光緒34　閾鐸鉛印　三三寄贈　明治41年6月’

　．10日　　1・　，．　　　　　　　　　ご
（36）『戸籍法』島田長吉講述　黒蜜昌訳1冊1光緒34湖南三三県　雪竹山

　　房　黄右目寄贈　明治41年7月7日

、（37）『學詩存稿』但熈撰　1冊　光緒31序　東京三三　但煮寄贈　明治41年
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　　12月24日
　　　但煮、湖北省掴所の人。湖北回心書院出身、光緒29年日本に留学し中央

　　大学卒業。光緒31年、孫文が東京で中華同盟会を創設するや、黄興、江精

　　衛、年下民等と共に三会に入会する。南京臨時政府秘書兼公報局局長、国

　　民党への改組により同党幹事。南北統一するや国務院秘書、漸江高等審判

　　前庭長。宋却却の賠殺されるや下野、弁護‡開業、その後孫文と協力して、

　　各方面に奔走する。（前掲『現代支那入名鑑』．の「三軍」の墓による。）

　（38）『孔子集語補遺商正・附倉頷輯補斜月小箋・説文解字引漢律令補正』李

　　滋然撰　1冊　鼻緒34序　証印　閾鐸寄贈（『図書原簿』には「閾三江と

　　あるが「閾鐸」の誤記と思われる）明治42年1月11日

　（39）『民報』1～23（1905・11～1908・8）民報発行所　民報発行所寄贈

　　明治42年3月18日

　　　『民報』は、清末の革命派「中国同盟会」の機関誌。東京で24号まで刊

　　行されたが、日本政府により停刊を命じられ、25～26号まで秘密裡に刊

　．行された。市有爲、梁啓超のよる『新民回報』との問ではげしい論戦がた
x

　　たかわされた。本誌が発行所より帝国図書館に寄贈されたことの意味には

　　留意しても良いかもしれない。

　（40）『織女山詞・秋女島遺詩』秋田撰　1冊　東京　王韮酸下館　襲未生

　　寄贈　明治42年2月3日15）

・　（41）『榴蔭山房印譜』葉鴻翰象　2冊　光緒34序刊　朱套印　王統寄贈　明治

　　42年7月9日

　（42）・『人傑紀念録』張伯三編　1冊　宣三元　広東　両三方言學堂　張伯槙

　　寄贈　明治42年8月14日

　（43）『海外月録』但烹撰　1冊　宣統旧館印　但蕪寄贈　明治42年9月23日

　（44）『郵林唱和集詩詞』　野畑槙・林則徐撰　陳凶暴　1冊　宣統元　江浦

　　陳氏刊　陳潜寄贈　明治42年11月15日

，（45），『日本国志』黄砂進山　14冊　光緒22序　羊城　繁文斎刊　黄留男寄贈

　　明治42年12月8日

　　益虫庚は、『日本国志』の著者黄紫煙のまたいとこで．．黄遵憲の助力によ

　　て来日した。16）

　（46）『世界：最古之憲政・一名周禮政詮』　但煮撰　1冊　明治42年12月刊

　　但煮寄贈　明治43年1月7日．

　、　序に「宣統元年十一月（中略）時三三日本三寸七年」とある。
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（47）『漸東三烈日』回復声輯　1冊　清　三三　回復声寄贈　明治43年1月

　18日

（48）『中国民族権力消長史』巻上之1、2　陶成章著　三宝三編　1冊　明治．

　37　並木印刷所（印刷）　襲撃鐙寄贈　明治43年2月3日

（49＞，『秋郷士遺詩』秋期撰　聾導車輯　1冊　教育今吟社通信所寄贈　明治

　43年6月13日
（50）『居東集』蒋智由撰　1冊　宣統2鉛印　眉唾由寄贈明治44年2月25日

　　蒋智由は、明治35年（1902）、前掲の方三年と共に来日している。この

　時の肩書きは、挙人であった。17）

（51）『安陽馬中丞国史本伝神道碑』伝馬吉報銀鼠李乗衡撰　1冊清季刊　馬

　吉樟寄贈　明治44年4月19日

　　馬吉樟（1858～1933）、河南省安陽の人。広東巡回　謡の次子、光緒6

　年の進士。辛亥革命の後下隠して出ず。少年より金石學を学び終身これに

　従事、秦蒙に工で近代の書家である。（前掲『中国文化界人物翠苔』「馬吉

　樟」の項による。）

（52）『儒林宗派』萬斯同撰　2冊　宣統3　漸江田局買　馬蝉倫寄贈　明治44

　年7月25日

　　馬細論（1884～1970）、漸江省杭県の人。民国以前には、雑誌の編集に

　・あたり、学校教員にも任じた。民国後は専門学校、大回の教授、三江三教

　育庁長、民政庁長を経て1910年代後半教育次長、教育部政務次長を歴任。

　官を辞して北京大豊教授となる。文字學・諸子等についての多くの著書が

　ある。（前掲『中国文化界人物養母』等による。）

（53）『難題民謡帰鼻面』側臥渓撰　1冊　北京　張三三寄贈　大正2年12月9日

（54）『晋永和律二十六嬉野詩』　1冊　張剥離寄贈　大正3年1月10日

（55）『中華民国憲法雪国』李根源纂　1冊　民国3　東京　旧聞編輯社　三根

　源寄贈　大正3年3月12日
　　李根源（1877～？）、雲南省騰越のA’。日本の陸軍士官学校第6期歩兵

t科卒業6光緒34年（1908年）帰国後雲南講武学堂監督となる。辛亥革命

　に学生をひきいて参加。その後軍人として消長をへ、陳西翼長、農商務総

　長を歴任。晩年は地方の考古文献の研究に従事していた。（前掲『中国文化

　界人物総鑑』の「李根源」の項による。）

（56）『鶏足山志補』旧藩・李根源撰　1冊　民国2　京師三三　孫回忌寄贈

　大正・3年3月19日
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〉

（57）『憺公遺訓・附秋雨三囲遺・素意三度』普紅隈　秋雨軒詩遺　華華撰

　　素意遺墨　唐素意撰　李根源輯　1冊　宣統2　謄越　李根源私印孫紹

　　虞寄贈　大正3年3月19日
（58）『明遺墨謄衝指揮余事李鍾英先生碑文』李洩源撰　1冊　民国鉛印　孫子

　　虞寄贈　大正3年3月1g日

（59）『李文忠公全書』李鴻章撰　呉三論輯　86冊，一緒34金陵刊　廉i泉寄贈

　1大正3年4月15日

（60）『劔聞斎詩紗』陳潮撰　1冊　清興　陳爾錫寄贈　大正3年8月20日

（61）『師説奪略』陳灘問　郭崇烹答　1冊　三韓　陳爾錫寄贈　大正3年8月

　20日
（62）『酔月居詩紗・幹理』葉壁織撰　1冊　宣統2難癖　張寿豊寄贈　大正3

　年9月5日
（63）『西事彙略』　迩西浜防各軍総司令部撰　8冊　民国元　日付　支那人某寄

　贈　大正4年1月18日
（64）『衷督師遺集・附録』衰崇換撰　2冊　（『槍海叢書』張伯槙輯のうち）　民

　　国3刊　張伯槙寄贈　大正4年1月29日

　　張伯槙、字解渓、広東省東平の人。年代の挙人にして、かつて法部小京学

　候補であった。中華民国が成立するや、司法三三獄司第三三三事に任ぜられ

　　た。（支那研究会編『最近支那官紳録』（冨山房大正7年8月）「張伯禎」の

　項による。）

（65）『衷崇換軟事記』張伯槙撰　1冊・民国鉛印　張伯槙寄贈　大正4年6月3日

（66）『衷甘葛応配祀三岳意見書』　張三三著　1冊．張三三寄贈　大正4年6月3日

（67）『衰崇換配祀山岳采議録』　張伯槙編　1冊　張伯槙寄贈　大正4年8月6日

．（68）『張文三二集・附録・附三木居回紗』、三家三三　附三家三田　4冊

　　（『槍海叢書』張伯槙峰　のうち）民国3刊　張伯槙寄贈　大正4年8月6日

（69）『拝輪詩選』蘇玄瑛撰　1冊　民国3　東京　梁綺荘．注玄度寄贈　大正

　4年ll月3日
（70）r漢英三歌集』蘇玄瑛纂　1冊　大正3　陳辟　江玄度寄贈　大正4年11

　　月3日

（71）『時人画集」高奇峯編1冊民国2上海審美書館哲理度寄贈大

　正4年ll月3日
（72）『桐城書旧伝』馬其尊君　8冊　宣統3刊　章諦寄贈　大正5年3月11日

（73）『潜山詩存』銭次撰　1冊　民国3　長沙石印　銭函寄贈　大正5年4月
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　17日号　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　，

（74）『国史教科書』　銭維験i撰　1冊　宣統3　長沙石印　銭蔵駿寄贈　；大正5年

　4月17日
（75）『帝早世錫山之萬悪馬』　（諌華叢i書第1集之1）　1冊　民国5　上海

　諌華社　諒華社寄贈　大正5年9月2日

（76）『福雅堂薄紗』林鶴年撰　4冊　民国5　度門　恰園爪印（再版）　林轄存

　寄贈　大正6年2月14日
　　林轄存、福建省安漢の人。戊戌の年上書して変法を言い、光緒帝に用い

　　られる。戊戌の政変の際、児玉源太郎の助力で日本に亡命。そ．O後帰国し

　て各地の書院た教鞭をとり、まだ、南方の各地に学校・商会を設立。唐才

　常事件の嫌疑によって欧米に流寓し、清末帰国し福建諮議局議員となる。

　辛亥革命後、各議員を歴任、国民会議、立法院の議員に選ばれたが、辞し，

　『て就かなかった。（支那研究会編『最近支那官紳録』（冨山房　大正7年8

　月）の「林学存」の項による）

（77）『田螺劉議』嬰才傑著　1冊　民国4　北京　共和印刷局（印刷）嬰三傑i

　寄贈　大正6年6月14日
（78）．『霊峯先生集1夏霧武儀　2冊　民国5翻印　劉子民寄贈　大正6年7月

　　17日

（79）『人道大義録』夏隣武撰’夏成吉輯注　建仁出校一1冊　民国6鉛印　劉

　　子民寄贈　大正6年7月17日

（80）『中国国民道徳一編』臨終著　ユ冊　丙辰雄蕊　漸江省第十師範学校寄贈

　　大正6年10月9日

（81）『蒸里志略』門訴熊纂　2冊　宣統2義塾　葉鏡波寄贈　大正7年1月10日

（82）『金銀遊行本位制弁法大綱』劉冤執著　1冊ズ北京　民国7年暗暗執寄贈

　　大正7年2月26日　　’

（83）『涯梗集』露量墨髭　劉俳壇・徐湘潭輯　2冊　民国2序　鉛印　曾島守

　　寄贈　大正7年8月16日

’（84）『東游詩草』王図譜撰　1冊　北京　日知報館　大正7・6　日知内館日本

　　支社寄贈　大正7年8月19日　一　　　　　　　　　　　［　　’

（85）『沈青門詩集・青門山人文』沈仕撰　1冊　民国7鉛白　沈廉民寄贈　大

　　正7年12月5日
（86）『鄭斎感逝詩』孫師鄭著　1冊　北京　孫師郵・旧師鄭寄贈　大iE　7年12

　　月．16日
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（87）『劉1玄：規回持平』郡三三　1冊　民国4　玄孫啓賢三三　郡回忌寄贈　大

　正8年2月13日
（88）『駐引味即死事録』三男渡軍総司令部二世閉門湘迦防軍務署参謀処編

　、集　1冊　民国7　三三三軍総司令部督弁三三湘三三軍務署参謀処寄贈

　大正8年3月24日
（89）r銭；塘洗革家乗』　沈吟勃輯　沈祖三三輯　4冊　民国8　西冷三社三二

　一頃民寄贈　大正8年4月23日

（90）『中華民国郵政事務総論』（民国8年）　上海郵政局編　1冊　1920　上海

　上海郵政局寄贈　大正9年9月16日

（91）r廣徳寿重光集』王揖唐輯　12冊　民国9合肥　三門王氏今回是二三

　鉛・影印　王徳建寄贈　大正10年4月2日

（92）『徳国軍事調査記』　三光傑著　1冊　南京　軍事編輯局　呉光傑寄贈

　大正10年6月18日

（93）『游杭即断』楊柞昌輯　1冊　民国10　杭州　文元堂二野　文元堂寄贈

　大正10年01月6日

（94）『中国各省図書館概況一覧　中華民国10年6月調査』民国108枚　北

　京　国立北京法政専門学校　揚昭葱寄贈　大正10年11月10日’

（g5）『皇清譜授建威将軍雲南提督四川提督唐公年譜・附録」．唐門三二　1冊

　光年34刊　唐術伯寄贈　大正10年12月17日

（♀6）『中華民国郵政事務総論」（民国9年置　上海郵政局編　1冊　1921上海

　郵政局寄贈　大正11年1月10日
（97）『中華郵政輿図』・上海　中華民国郵世局寄贈　大正11年5月9日

　　『図書原簿』に「大正12年震火災ニヨリ焼失大正13年3月31日廃棄」と

　いう注記がある。）

（98）『丁子居騰草』　丁三在撰　1冊　民国　丁三三三三宋版印　三三寄贈

　大正11年6月20日

（99）『王風課題』丁道守撰　逆歩箋　1冊　民国9　三三’丁氏嘉恵三三二二

　字印　徐珂寄贈　大正11年6月20日’

（100）『史微内編』張三田撰　4冊　民国元　守三重刊　張三田寄贈　大正11

　年7月26日

　　張勝田（1884～1945）、一に墨田に作る。国警省胡町の人。清史館纂修、

　国立北京大玉、，北京師範大学、政治大回及光華大回国史教授等を歴任。二
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　學をうけて文事にくわしく、・ことに詞をよくし、文史のいつれにも深い造

　詣をも・？優れた学者として重んぜられた。（前掲『中国文化界人物総鑑』の

　「張爾田」の項等による。）

（101）『緯守居園池記三種目焚宗師撰　3冊　民国　紹興　奨鎮刊　張子特寄贈

　大正11年1σ月27日

（102）『通江公立図書館年報』第7期　漸江公立図書館編　1冊　極道公立図

　書館寄贈　大正12年2月8日

（103）『中日現状之比較』黄玉主著　1冊　民国12広州　福利公司　三三武

　寄贈　大正12年3月10日

（104）『郵尚書年譜・補遺』郵邦康i撰1冊三三元江浦回氏刊三三寄

　贈　大正12年6月5日

（106）『漸江置旧農業学校十周年紀空電』三江省立農業学校編　1冊　民国12

　漸江直立農業学校　漸江省立農業学校寄贈　大正13年1月25日

（107）『墨香霧叢編』楊嘉輯　2冊　民国石印　楊弓寄贈　大正13年3月13日

（108）『新俄羅斯』川上俊彦著　王揖唐訳　1冊　民国12　上海　商務印書館

　商務印書館寄贈　大正13年5月9日

（109）『西湖叢書』　1、2　2冊　民国13．杭州　文元直書荘　楊柞昌寄贈　大

　正13年6月24日
（110）『夫蘇閣叢帰一集』徐珂輯　6冊　民国12杭県　徐氏刊　徐仲寄贈　大

　正13年8月5日
（111）『島本気象重文』第1大正8年1月至11年12月　1冊僧門三門旭

　濠書院　度耳管瀬書院寄贈　大正13年

（112）『原人内編』　（晦日旧著三一）　陳湛然撰　2冊　民国12　三三　三三超

　金陵刊　墨壷伊敬寄贈　大正14年7月14日

（113）『仏説阿弥陀経注釈会要』三三輯　2冊　民国14　上海　中華三局三三

　徐珂寄贈　大正14年7月14日、

　　無識（1869ん？）＼漸江省杭州の人。光緒年間挙人をもって入仕し、衷

　世凱の幕下にあった。戊戌変法の際にはこれにあつかったが、康有為、梁

　．啓超が捕らえられるにおよび、杭州に帰る。その後志を得なかったが、帝

　位に就こうとした衰世凱が用いようとしたが辞退した。その後上海で著述

　生活に入り、填詞に関するものをはじめ多くの著作がある。（前掲『中国文

　化界人物総鑑』の「徐珂」の項による。）

（114）．『上海貨価季刊』民国14年第1季　財政部駐漉調査評価処編　上海　財
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　　政部駐濾調査貨価三脚音部駐濾調査貨三三寄贈　犬正14年8月24日

　（115）『上海漸縮季刊』民国14年ag　2季財政部駐濾調査貨価処編上海幕

　　政部駐濾調査訓諭処　財政部駐濡調査貨三三寄贈　大正14年10月29日

　（116）『心園叢刻一盛』徐珂輯　2冊　民国14杭県　徐珂鉛印　徐i珂寄贈　大

　　正14年11月2日

　（117）『孔経大義考』上　李燗憲編　1冊　大正14　青島　同文書局　李嫡憲寄

　　贈　大正14年12月5日

　（118）『上海輸入貨物関価指数表』財政部誰誰調査貨価処編　1冊　民国14　財

　　滝部駐濾調査葺師処寄贈　大正14年12月19日

　（119）『湖北赴日金察団報告書』　民国13年　張済時編　1冊　民国14　陳達寄

　　贈　大正14年12月22日

　（120）『漸江公立図書館年報』第10期　1冊　碗州　民国14三江公立図書館

　　漸江公立図書館寄贈　大正14年12月28日

　（121）『金鶏激訴訟小説』李吉川編述1冊民国14上海世界書亜聖

　　吉川寄贈　大正15年1月7日
　（122）『上海貨価季刊』民国14年第3集　財政部再調調査貨価処編・民国14

　・財政部紅燈調査減価処　財政部駐濾調査貨即処寄贈　大正15年5月10日

　（123）r大畑挑氏読本』挑明輝撰・1冊　民国14　上海　圏割読経会石印　呉

　　興読経会寄贈　大正15年6月11日

　（124！『商大生活（十周年紀念養田）』　国立武昌商科大学編　1冊　1926　武

　　昌　国立武具商科大学　国立向自商科大学寄贈　大正15年7月3日

　（125）『浬葉学社叢書（第2）』　謹慎鳴輯　1冊上海　浬葉府社　紅葉本社寄贈

　　大正15年7月12日

（126）『上海貨価季刊』民国14年第4季財政部駐濾調査貨価処編1冊財
　　政部駐濾調査貨細節　財政部廊下調査書価処寄贈　大正15年8月i6日

　（127）『法学専家謡曲賢学説』2集　雌竹賢著　1冊　民国15　蘇州　蒋湯前

　　学説発行所　遵憲寄贈　大正15年8月27日

一（128）．『上海貨価季刊』民国15年第1季　財政部駐濾調査貨家処編　上海　財

　　1布部露国調査貨価処　財政部三三調査貨三三寄贈　昭和2年1月19日

　（129）『泉南指重編』林鴻輯　6冊　民国元　上海文瑞廻書荘石印　林鴻寄贈

　　昭和2年3月5日

（130）『関税與国権』買士毅著　1，冊　民国16’上海・財政部堕落調査貨

　　価処　質士i毅寄贈　昭和2年9月14日
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　　一頁口固（1884～？）s江蘇省宜興の人。明治大学法科卒業。民国2年に北

　京政府財政部会計弓長となり、その後、主として財政畑の要職を歴任、民

　　国21年財政部常務次長となる。（前掲『中国文化界人物総構』　の「頁士毅」’

　　の項による。）

（131）『叢書』李柄憲編　1冊　民国16　青島　李嫡憲　李柄憲寄贈　昭和2

　　年10月8日

（132）『鉄斎遺稿・附題辞』　傅維森撰　2冊一民国11　北京鉛印　附随　傅

　　徴釣寄贈　昭和2年11月16日

（133）『四川西北軍功連合秋季運動会記事』民国15年11月　1冊　成都　運

　　動会編纂処　運動会編纂処寄贈昭和2年11月19日

（134）『歴代治黄史』　林修竹撰　徐振声輯　口囲曲言　2冊　民国15　山東

　　河務総局国印　（修竹治河叢書之一）林修竹寄贈　昭和2年11月25日

（135）∬度門大運布告』　第6巻第5冊1冊　三門大回　度三木三寄贈　昭和2

　　年12月8日

（136）『老子考・附録』　王三民編著　2冊　民国16　北京　中華図書館協会

　　（中華図書館協会叢書第1種）北京図書館寄贈’昭和2年12月8日

（137）『上海貨価季刊』民国16年第1．・2虫合刊　財政部駐濾調査貨価断編　1

　　冊　上海　財政部駐濾調査貨価処　財政部駐濾調査書価処寄贈　昭和3年

＼　3月6日　　　　　・　　　　・　　　　　一v一・

（138），『漸江早立図書館報』　第1巻　1冊　民国17三江三三図書館　三江

　　省立図書館寄贈　昭和3年4月24日

（139）『北京図書館現蔵中国政府出版品目録』第1輯　北京図書館編　1冊　民

　　一国17　北京　北京図書館　北京図書館寄贈　昭和3年7月25日
（140）噛 w中説』　王通撰　院逸注　1冊　民国13　上海　三三三三刊本影印　（続

　　古逸叢書之16）　張元済寄贈　昭和3年11月21日

　　　張元済（1867～1959）。漸江省海塩の人。光緒18年（1891）の進士。要

　　職を歴任し、衰世凱内閣に学部大臣に擬せられたが、就かず。民国にはい

　　ってからは上海商務印書館の経営に力を尽くし、当時の中国の出版事業に

　　大きく貢献した。また不幸にして日本軍の砲火によって烏有に帰した東方

　　図書館の発展も彼に負う所が大きかった。書誌学者としても重きをなした。

　　（前掲『中国文化界人物総鑑』、『中国大百科辞典（新聞出版）』の「華元済」、

　　の項、等による。）』

（141）『北京図書館報告』　第1・第2年度　民国’15年3月至17年6月　北京
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　　　図書館編　1冊北平　北京図書館　北京図書館寄贈　昭和3年12月27日

　　（142）『三三家乗』銭文選輯　1冊　民国14石印　銭i文選寄贈　昭和4年3月

　　　11日

　　（143）『禺貢注解』　挑明輝撰　1冊　民国17　上海　呉興読経三三印　呉回読

　　　経企寄贈　昭和4年3月11日

　　（144）『儒教：概論』　北村澤吉　1冊　民国17　上海　商務印書館　商務印書館，，

　　　寄贈　昭和4年5月3日

　　（145）『詩品注・附詩選』　鍾発喪　陳廷傑注　1冊　民国’16　上海　開明書

　　　局証印　李表白寄贈　昭和4年5月14日

　　（146）『学芸』　8巻1～10号　「上海　中華学芸社　中華学芸社寄贈　昭和4［

　　　年12月7日

　　（147）『上海物価月報』、第2、第4巻　財政部駐湛調査内割局編　財政部三三

　　　調査貨価局寄贈昭和5年1月10日

　　（148）『全国経済会議専刊』全国経済会議秘書三編　1冊民国17上海　財政

　　　部駐濾弁出処　中央研究院出版品国際交i肉冠寄贈　昭和5年1月28日

　　（149）『国立中央研究院気；象研究所概況』　1冊　民国20　南京　国立中央研究院

　　　気象研究所　国立中央研究院出版品国際交換処寄贈　昭和’5年1月28日

　　（150）『黒龍江流域的農民與地主』　前回笙、王寅生共著　1冊　民国18　南

　　　京，国立中央研究院社会科学研究所　国立中央研究院串抱擁国際李臥処寄』

　　　贈　昭和5年1月28日

　　（151）『欽天山気象台落成紀念刊』　欽天山気象台編　1冊　民国18　南京一

　　　国立中央研究面出配当国際交i曇霞寄贈、昭和5年1月28日　　　　　　　v、

　　（152）『上海貨価季刊』民国18年第2巻国定四則委員会編　1冊民国18上’

　　　海　国定税則委員会　国定税則委員会寄贈　昭和5年2月4日

　　（153）『上海貨価季刊』民国18年第3巻　国定税則委員会編　1冊　上海　国

　　　定前面委員会国定税則委員会寄贈　昭和5年2月19日

　（154）『一画紀余』巽北潔編　4冊　民国19　上海　秦三三　申華民国公使館

　　　寄贈昭和5年5月22日
’　（155）『達庵随筆』　部内理撰　1冊　光緒34刊　広州半弓；楼寄贈、昭和5年6

　　　月26日

　（156）『明珠』，三宝三三　1冊　宣統2刊　広州半弓楼寄贈　昭和5年6月26

　　　日

　（157）『智因閣詩集』　郡宝船i撰　1冊　宣統元刊　広州半藩臣寄贈’昭和5年6
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　月26日　　　　　　　　　　　　　　　　　・

（158）『吉祥録』　部慶時等輯　1冊　宣難訓・広州半帆楼寄贈　昭和5年6月26

　日
（159）’ w耕雲別壁詩集；』　謹啓柞撰　2冊　宣統3鉛印　広州半帆楼寄贈　昭和5

、年6月26日
（160）『耕雲塁壁詩話』　部啓柞i撰　1舟　宣統3刊　広州半帆楼寄贈　昭和5

　年6月26日
（161）『立徳堂詩話』　部以謙撰　1冊　親掛2　番台　部慶時校刊　広州半帆

　；楼寄贈　昭和5年6月26日

（162）『無終始三三文集』　程大回撰1冊　民国17　広州刊　広州半弓楼寄贈

　昭和5年6月26日
（163）r経學導；言』　郎三時述　1冊民国17広州刊　広州半弓楼寄贈’昭和

　5年6月26日
（164）『窮忙彊記』三三旧著　1冊　広州半弓楼寄贈　昭和5年6月26白

（165）『東斎雑誌』　邸慶時撰　1冊　民国17刊　広州半帆楼寄贈　昭和5年

　6月26日　　　　　＼

（166）『聴雨楼随筆』　都慶時i撰　1冊　民国16序刊　広州半幌糠寄贈　昭和

　5年6月26日

（167）『南村草堂筆記』　部慶時撰　1冊　民国9鉛印　皆州半帆楼寄贈　昭和

　5年6月22日

（168）『助船隠語解』‘部三時著1冊民国11広州半帆；楼寄贈昭和5年6

　月22日

（169）『・番禺創業志」　三三三編　1冊　民国18　広州半弓楼寄贈　昭和5年6

　月26日

　　「半帆舟」については、つまびらかにしない。寄贈にかかわっていたと思

　われる部慶時（1883～？）は、広東省番禺の人。はじめ専ら英日文を治め、

　其の後中国詩・古文辞を修め、今文経回に精通する。広東省の地方の教育

　局長、地方志総纂、『広東年鑑』の編纂主任などに任じた。（前掲『中国文

　化界人物総鑑』の「部三時」の項による。）

（170）『上海貨価季刊』民国18年別4季1冊　国定罰則委員会編　国定税

　則委員会寄贈　昭和5年6月26日

（171）『度門気象報文』　第2　出門旭蔽書院編　1冊　慶門旭滅書院　慶門旭

　瀬書院寄贈　昭和5年8月7日
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（172）『近代支那教育思想史』釘新城著　銭歌川訳　1冊　民国　上海　中華

　書局　斜新城寄贈　昭和5年10月16日

　　釘新城（1893　r一　1960）、湖南省三浦の人。湖南高等師範学校卒業、中学、

　専門学校の教員を経て中華書風編輯長に任ず。近代中国の代表的な辞書で

　ある『辞海』の編集をはじめとして出版界に大きな業績を残した。前掲
　『中国文化界人物総監』及びt＝中国大百科辞典（新聞出版）』の箭新城の項

　による。）

（173）『参観日本教：育報告（1930）』　国立北京大回教育系参観三編　1冊　北京

　国立北京大鰐教育系参観団　国立北京三五教育系参観団寄贈　昭和5年12

’月10日

（174）『金陵遊記』1冊上海　金縷閣耕読所　金離閣耕踏所寄贈　昭和6年1

　月13日　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　一

（175）『帰省贈言録』播鼻声撰　1冊　光緒L14践刊＼国家暴露読所寄贈　昭和

　6年1月13日

（176）『国立中央研究院地質研究所集刊』　1～6民国17　上海　国立中央研究

　院地質研究所　国立中央町究院地質研究所寄贈　昭和6年1月13日

（177）『国民政府公報』　第360～431号　南京　国民政府印鋳局　国民政府印
tt

昼ﾇ寄贈　昭和6年1月31日

（178）『漸江省昆虫局叢刊』第1～7号　7冊　杭州　漸江下描三局寄贈’昭和

　6年1月．31日

（179）『内政公報丑第2巻1～12期　南京　中華民国内政部総務局　中華民国

　内政部総務局寄贈　昭和6年1月31日

（180）『農鉱公報』　1～13期　電熱部広報室　農鉱部広報室寄贈昭和6年1

　月31日

（181）『立法院公報』　第1～12期　南京　立法院秘書処　立法院秘書処寄贈

　昭和6年1月31日
（182）『財政公報』’ 謔P～22期　南京　財政部　財政部寄贈　昭和6年1月31日、

（183）『中国市政小史』　播如樹編著　1冊　1931’国立清華大學寄贈　昭和6年
Nt

@8月7日

（184）『国立北平図書館館山』　第3巻（1～6号）　民国17　北京図書館　北

　京図書館寄贈『昭和6年8月15日　　　　一x

（185）『学芸』　9巻1～10号、10巻1～5号　上海　中華学芸社　中華学芸社

　寄贈　昭和6年8月15日
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（186）『立法院公報』第13～17期　南京　立法院秘言様　立法院秘書処寄贈

　昭和6年ll月13日

（187）『煙公報』第130～155号交翻交通公報処蝉部交通鎌処寄

　贈　昭和6年11月13日

（188）『工商公報』第13～：18期　南京　工商部　工商部寄贈　昭和6年11月

　13日
（189）『外交部公報』第2巻（7～12号）　南京　外交部　外交部寄贈　昭和

　6年11月13臼

（190）『商標公報』　第6～ll、28～38期　南京　工商部商標局　工商部商標

　局寄贈　昭和6年ll月17日
（191）『銅山県公共図書館年刊』第1期　1冊　民国20銅山県公共図書館　銅

　山県公共図書館寄贈　昭和6年12月16日
（192）『国立中央研究院総報告』　民国17年度　国立中央研究院文書処編　南

京国立中央研究騰弁事処国立中央磯幽晦事処寄贈B召和7年2

　月3日

（193）『内政部民政会議紀要』　第1期　内政部第1期民政会議秘書処編　民国

　18　内政部総務司　内政部総務司寄贈　昭和7年2月3日

（194）『中国学術大綱』察尚思著　1冊　民国21上海　啓留書局　察尚思寄贈

　昭和7年4月21臼

　　察尚思（1905～？）、福建省徳化の人。中国思想史研究者。国立北京大学

　研究所に学ぶ。戦前、上海、武漢、南京の転学で教鞭をとる。1979年3月当

　町営旦大学教授。84年1月北京で成立した孫中山研究学会の理事。（『現代中

　国人名辞典』1986年版及び察尚思『中国伝統思想総批判』（上海、1951）の

　・「自紀」による。）

（195）『中国地方志備軽目・附録』　朱引嘉撰　1冊　民国20　北平　燕京大學

　図書館封印　燕京大學図書館寄贈　昭和7年4月30日

（196）『上海貨価季刊』、民国19年第4季　1冊　上海　国定税則委員会　国定

　税則委員会寄贈　昭和7年4月30日

（197）『司法公法』第78～101、104～128南京’ ?ﾘ民国司法院秘書処　中

　華民国司法院秘書処寄贈　昭和7年7月7日

（198）『実業公報』．第8ん16期　南京　中華民国実業部　中華民国実業部寄贈

　昭和7年7月7日
（199）r立法院螺』第19－24期．南京中報国立脇離中報国

　　　　　　　　　　　　　　　　「i19－　　　　　　　e



　立法院秘書処寄贈　昭和7年7月7日
（2・�ﾋ日第6巻鵬国医学朶騨民同誌三三

（20i）『立法専刊』　立法院秘書三編　南京　民智三局　立法院秘書処寄贈　昭和

　7年8月26日
（2・2）r軍政鎌』第61－69号鯨回報国電田部三三軍政驚

　贈　昭和7年8月26’日
（2。3）r外交部公報』第3巻（E4号）献中報国外交部繍司’中華

　民国外交部総務司寄贈　昭和7年8月26日

（204）『行政院公報』第232～248号　中華民国行政院秘書処　中華民国行政

　院秘書処寄贈　平成7年8月26日．

（205）『国民政府公報』民国19・2～12、20・3～6　南京　国民政府文官

　処印鋳局　国民政府文官処鉱脈局寄贈　昭和7年8月26日
（20

ﾋ齢饗8驚i258号南榊華民国交通部申細細

（207）『鉄道公報』第13～28期　南京　中華民国鉄道部　中華民国鉄道部寄

　贈　昭和7年8月26日
（208）『商標公＄Rj　’ 謔S7、．52期　南京　中華民国実業部商標局’中華民国実業

　部商標局寄贈　昭和7年8月26日
（2・9）r躰棘覗中国小説翻提要・大連図書館所見中国小謡自提要』

　潜函第撰　1冊　民国20北平　国立北平図書館鉛印　国立北平図書館寄

　贈　昭和7年♀月12日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
（210）r中国哲学顕道』　魚子若弟　1冊　三門　三子才’　三才寄贈　昭和7年、

　10月13日
（211）r国立北平図書館膿球副書腸』第2三三政府之部1冊民国21

　北平　国立北平図書館　国立北平図書館寄贈　昭和7年12月5日

（212）『国立北平図書館月刊』　第4、5巻　『国立北平図書館旧刊』編輯所　国

　立北平図書館寄贈　昭和7年ユ2月13日

（213）『倫理革命』三三旧著　1冊　民国19　上海　泰東三局　察三思寄贈　昭

　和8年1月10日
（214）『江蘇省立国学図書館年刊』　第5　南京　江蘇省立国学図書館　江蘇省

　立国学図書館寄贈　昭和8年1月10日　　　　　　　　　・　　！

（215）r丁松年先生百年紀念集」漸江月立図書館編　1冊　民国21・ 杭州　漸
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　江省立図書館’｛折江省立図書館寄贈　昭和8年5月．3日

（216）『叢書側目索引』金轡瀬撰　1冊　民国20　杭州　略解省立図書館鉛印

　漸江省立図書館寄贈昭和8年5月3日

（217）『四庫略目』楊立誠撰　1冊　民国18　杭州　漸江省筆図書館鉛印　漸

　江回外図書館寄贈　昭和8年5月3日

（218）『漸江省立図書館善本書目題詞』　野営穀撰、1冊　民国21杭州　｛折江

　押立図書館外印　漸江省立図書館寄贈　昭和8年5月3日

（219）『漸江筆立図書館閲覧指南』1冊民国21杭州漸江省立図書館漸

　江省立図書館寄贈　昭和8年5月3日
（220）『声望帯立図書館館報』第1、3ん6巻　杭州，漸江省立図書館　興野省

　立図書館寄贈　昭和8年5月3日

（221）『漸江省立図書館概況』民国20年1月　1冊、杭州　漸江省立図書館

　漸江省電図書館寄贈　昭和8年5月3日

（222）『別集索引』　断江野立図書館輯　1冊　民国　杭州　漸江省立図書館

　漸江省立図書館寄贈　昭和8年5月3旧

（223）『文瀾堅目索引』楊立誠撰　1冊　民国18　杭州　漸時省立図書館鉛印

　営外甲立図書館寄贈　昭和8年5月3日

（224）『中日著者号砲表』張英敏著　1冊　杭州　漸江省立図書館　張英敏寄贈

　昭和8年5月25日
（225）『干文裏手札』干敏中坪　国立北平図書館輯　1冊　民国22　国立北平

　図書館影印　江蘇省立国学図書館寄贈　昭和9年1月15日

（226）『越縷堂読史札記』李慈銘撰　王重馬弓　9冊　民国20　北平　国立北

　平図書館鉛印　江蘇省立国学図書館寄贈　昭和9年1月15日

（227）『景印贈呈全書牢伝群臣目』1衷同礼撰　1冊　民国21　国立北平図書館

　鉛印　江蘇省立国学図書餌寄贈　昭和9年1月15日

（228）『古特電録叢輯』　趙士樺編　4冊　民国22　国立北平図書館中華図書館

　協会鉛筆　江蘇省立国学図書館寄贈　昭和9年1月15日

（229）『国立北平図書館館務報告』民国20年7月　国立北平図書館編’民国’

　21江蘇省立国学図書館寄贈　昭和9年1月15日

（230）『江蘇省立国学図書館年刊』第6　民国22　南京　江蘇省立国学図書館

　江蘇省立国学図書館寄贈　昭和9年1月15日

（231）『清初史料四種・附清開国史料考三論訂補編』謝国槙輯　2冊　民国23

　北平　国立北平図書館御印　江蘇省立国学図書館寄贈’昭和9年1月15日
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（232）『孫一如外集・附録』　孫星三三　三重民転　1冊　国立北平図書館三三

　江蘇省立国学図書館寄贈　昭和9年1月15日　　　、

（233）『畑江省建設庁図書館中西文図書目録彙編』三三三編　1冊　民国22

　野江省建設庁図書館　漸江省建設庁図書館寄贈　昭和9年3月6日

（234）『学芸』10巻．民国19　上海　中華学芸社　中華学芸社寄贈　昭和9年

　4月16日
（23ﾋ晋関聯刊』1北京棚書館北耀三三昭和9年
（236）『国立北平図書館善本書目」趙万里控　2冊　民国22　国立北平図書館

　刊　国立北平図書館寄贈　昭和9年5月21日

（237）『学芸小叢書』L9　鄭師評輯　1冊　民国22　上海　中華学芸社・旧師

　評寄贈　昭和9年6月13』日　　　　　　　　　’　　　一／

（238）『国立北平図書館館報』6　北平　国立北平図書館　三冠北平図書館寄贈

　昭和10年1月24日
（239）『学芸』　11巻　民国20　上海　中華学芸社　中華学芸柾寄贈　昭和10

　年1月24日
（240）『国立北平図書館書目目録類・．輝輝・書名索引・著者索引』筆墨撰　2

　冊　民国23　国立北平図書館三三’国立北平図書館寄贈　昭和10年4月2

　日
（241）r漸江省立図書館三＋周年紀念冊』　1冊　民国22’杭州　三江三三図書

　館　国本省立図書館寄贈　昭和10年5月1日

（242）『漸江省享図書館善本書目旧識』　三三三三　1冊，民国21　三江省三図

　書館鉛印　蟻塚省立図書館寄贈　昭和10年5月1日一

（243）『漸江省立図書館全年度工作報告書』民国22年版　1冊　民国24杭州

　漸江省立図書館　漸江省立図書館寄贈　昭和10年5月1日

（244）『漸江三省図書館事業之現状』　回訓慈　1冊　民国22杭州　三江三三

　図書館　漸江省立図書館寄贈　昭和10年5月1日

（245）『廻瀾回報』　1杭州　三江三三図書館　三江三三図書館寄贈　昭和io

　年5月1日　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

（245）『漸江省史略』　陳訓聞耳　1冊　民国24　漸江青年月刊単印本　回訓慈

　寄贈　昭和10年5月1日

（246）『広告実施學』葉理佛著　1冊　民国24　上海　中国広告社　中国広告

社寄贈昭和0年5月29日　　　　　・　一一、、
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（246）『骨膜省立図書館図書総目　中日文書』第1輯上下冊　漸江取立図書館

編2冊民国24～25棚1漸江省立図書li官漸江省立図書鯖賠・昭

　和10年5月1日
（248）『図書館学季刊』2（1～2）、3（1～2）北京　中華図書館協会　中華

　図書館協会寄贈　昭和10年7月18日

（249）『劇學月刊』　1～3　北京　南京戯曲音楽院北平分院研究所　南京戯曲

　音楽院北宰分院研究所寄贈　昭和10年7月18日

（250）『東回趙氏回書旧刊』三三輯　12冊　民国24　東回　趙三三三三三三

　早早寄贈　昭和10年7月25日

（251）『中国行政法論』総論篇第1分冊　徐仲町　1冊　民国23北平　好望

　書店　宋文瑞寄贈　昭和10年8月15日

（252）『国立北平師範大学図書館図書目録』6　民国24　北平　国立北平師範

　大学　国立北平飾範大学寄贈　昭和10年9月5日

（253）『国立北平師範大学図書館図書目録』7　民国24　北平　国立北平師範

　大学　国立北平師範大学寄贈　昭和10年12月21日

（254）『道統源流志』、荘厳居士編　1冊　民国18　民鐸報社　震選掲寄贈

　昭和10年12月21日
（255）『教育部公報』3（28～、41）　南京　教育部秘書処　教育部秘書処寄贈

　昭和10年12月26日
（256）『行政院公報』282～301南京　行政院秘書処　行政院秘書処寄贈

　昭和10年12月26日　　　　　　1
（257）『中国海関華墨貿易総：冊』民国19年上下　総税務三筆統計科編　民国20

　上海　総税務司署統計科　南京国立中央図書館寄贈　昭和U年3月27日

（258）『交通部統計年報』民国17年　交通部総務司緯計割判　1冊　民国20

　南京　交通部総務司統計科　南京国立中央図書館寄贈　昭和11年3月27

　日
（259）1『海関中外貿易統計年刊』民国20年目22年　上海総税務三三統計三編

　民国20～22　上海総税務司署統計科　南京国立中央図書館寄贈　昭和11

　年3月27日
（260）『中国郵政統計旧刊』交通部総務司第六科編　民国20　交通部印刷所

　南京国立中央図書館寄贈　昭和11年3月27日
（261）『中華民国交通部郵政総局郵政事務年報』　民国19、20年度交通一蹴

　政調畔編　上海　交通部郵政総局　南京国立中央図書館寄贈　昭和11年3
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　月27日
（262）『中日上海停戦凶日方撤軍協定』霊園21年5月簸訂　外交三編　1冊

　民国21南京　外交部南京国立中央図書館寄贈　昭和ll年3月27日

（263）『中国加入非戦公約案』民国17年11月27日簸訂、民国18年3月8日

　批准　外交毛編　1冊　民国181南京　外交部　南京国立中央図書館寄贈

　昭和ll年3月27日
（264）『中出交収威海衛専約及協定』　民国19年4月18日簸訂　1冊　民国「南

　京　外交部　南京国立中央図書館寄贈　昭和11年3月27日

（265）『中国波蘭友好通商航海条約』民国18年9月18日簸訂　1冊　民国20

　南京　外交部　南京国立中央図書館寄贈　昭和1i年3月27日　．一

（266）『中H．協定』民国19年5月6B簸訂　1冊　民国19南京．外交部　南

　京国立中央図書館寄贈　昭和11年3月27日．

（267）『中i捷友好通商条約』　民国19年2月12日籏訂　1冊　民国19南京1

　外交部　南京国立中央図書館寄贈　昭和11年3丹27日’

（268）『中希通好条約』民国18年9月30日歯噛　1冊　民国19南京『外交部

　南京国立中央図書館寄贈　昭和ll年3月27日

（269）『碁盤工程計画』導涯委員会編　民国20’南京　掻掘委員会　導潅委員

　会寄贈　昭和11年3月31日　　　一

（270）『国民政府救済水災委員会噴射各区工程備覧』　1冊．民国21　上海

　中国科学図書儀i器公司南京国立中央図書館寄贈昭和ll年3月31日

（271）’r解決中瀬塩煎電文』　民国19年9月19日、22日互i換、、1冊　民函19

　南京　外交部　南京国立中央図書館　昭和11年3月31日

（272）『静心；楼詩集』　朱紹陽撰　1冊　民国24序　苗印一朱紹陽寄贈　昭和11

　年7月9日
（273）『漸江省田幡一覧』藤江財政審査委員会編　1冊　民国17年　蜥江財政

、審査委員会　漸江財務人民養成所望贈　昭和11年7月g日

（274）『富江省財政一覧』民国元年至民国18年度止　1冊　漸江省　漸江財務

　人員養成所　漸江財務人員養成所寄贈　昭和11年7月9日

（275）r国立北平師範大学図書目録」　第6、第7　国立北平高市範大学編　2冊

　民国24、25国立北平師範大学寄贈　昭和11年7月9日

（276）『郷村建設論文集』第1集　梁漱浜著　1冊　民国25郷平’山東郷村『

　建設研究院　山東郷村建設研究院寄贈　昭和11年7月9日

（277）『司法院公報』第1～16号、第867129号　民国21～23　南京’司法
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　院秘書処　司法院秘書処寄贈　昭和11年7月14日

（278）『商標公報』第52僧82期、第89　f一　94期’南京　実業部商標局編輯課

　実業部商標局寄贈　昭和11年7月14日

（279）『鉄道公報』第194～543期、700～751期、1400～1514期　民国20～

　23南京　鉄道部　鉄道部寄贈　昭和11年7月14日

（280）『考試院公報』民国20年（7～11）、民国22年（1～5）、民国23年．（1～

　9）　民国22　・一　23　南京　考試院秘書処　考試院秘書処寄贈　昭和11年7

　月14日

（281）『国民政府公報』第857、991、l171～1326、1400～1476民国20～23

　南京　国民政府文官認印鋳局公報発行所　国民政府文官処印鋳局公報発行

　所寄贈　昭和11年7月14日

（282）『国民政府公報』洛字第10～73　民国21　洛陽　国民政府文官処印，

　鋳局公報発行所　国民政府文官処印鋳局公報発行所寄贈　昭和11年7月14

　日　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「1，

（283）『教育部公報』第3（42～52）、4（1～24）、6（25ん50）　民国20～21、

　23　南京　教育部秘書処広報室　教育部秘書処広報室寄贈　昭和11年7月

　14日
（28

q欝｛蒲漕騨～22南京華僑週報社華僑騨
（285）『交通公報』第274～294、312～371、416～440、607～623　民国

　20～23南京　交通部公報処　交通部公報処　昭和11年7月14日

（286）『外交部公報』5巻（主～4）～7巻（1～5、9～11）　民国21～23南

　京　外交部情報司　外交部情報司寄贈　昭和11年7月14日

（287）『漸江省立図書館熊鷹』　第3巻（1～6期）’杭州　畑江省立図書館

　漸江野立図書館寄贈　昭和11年7月22日

（288）『玉江三三図書館月刊』　第1巻（1～10期）、第2巻（1～6期）　民国

　21～22杭州　漸江省立図書館　漸江面立図書：館寄贈　昭和ll年8月3日

（289）『鋤尤網野刊』甲柱体欄2冊民国24鉛琵琶鵬贈昭和

　ll年8月17日
一（290）『海関進出ロ貿易統計月報』民国21年1月～23年10月　上海　総税

　務司署統計科　総税務田刀統計科寄贈　昭和li年9月．10日

（291）『国立北平図書館館刊』第7巻（1～6号）、第8巻（1～6号）　民国22

　～23　北平　国立北平図書館　国立北平図書館寄贈　昭和11年9月10日　一
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（292）『内政公報』第6巻（1～26期）　民国22L南京　内政部公報処　内政

　部公報処寄贈　昭和11年9月14日

（293）『外交部公報』第4巻（4～8）、第ク巻（6～8）　民国20　南京外交

　部総務司　外交部総務司寄贈　昭和11年9月14日

（294）『行政院公報』第302～318与　民国20　南京　行政院秘書処　行政院

　秘書処寄贈　昭和11年9月14日

（295）『交通公報』第295～311号、第372～415号、第441～606民国20～

　23，、南京　交通部交通公報処　交通部交通公報処寄贈　昭和U年9月14日

（296）『考試院公報』民国22年民国23南京　考試院秘書処，考試院秘書処

　寄贈♂昭和11年9月14日

（297）『国民政府公報』洛字第1～9号民国21洛陽　国民政府文官処印鋳局

　国民政府文官調印海田寄贈　昭和11年9月14日

（298）『国民政府公報』第992～1170、第1327ん1399、第1477～1629号

　民国21～23　南京’国民政府文官処断鋳局　国民政府文官処回想…局寄贈

　昭和11年9月14日

（299）『教育部公報』第4巻（25～50期）、第6巻（1～24期）民国21、23

　南京　教育部秘書処公報室　教育部秘書処公報室寄贈　昭和11年9月14日

（300）『司法公法』第135～156号　民国20ん21南京司法院秘書処　司法院』

　秘書処寄贈　昭和11年9月14日

（301＞『私立江蘇流通図書館館屋落成紀念冊』1冊　民国24　鎮江　江蘇流通

　図書館　江蘇流通図書館寄贈　昭和11年10月12日

（302）『翼東防共自治政府成立周年紀念専刊』翼東防共自治政府編　1冊　民国

　25序　縞鯛　海東防共自治政府　智東防共自治政府長官寄贈．昭和ll年

　12月10日・

（303）『三十年来中国思想界』察尚固著　1冊　民国25　上海　深江大學　濾

　江大奥寄贈．昭和12年2月10日

（304）『北平近代科学図書館書目』　第6　北平近代科学図書館編　1冊　北平

　北平近代科学図書館寄贈　昭和12年2月10日

（305）『日本凝結三十入種中東方學論文編目・附一得』干式玉編　引得編纂処

　校訂　1冊　1933　北平　引得編纂処　燕京大學図書館寄贈　昭和12年3月

　31日

（306）『燕京大學図書館目録初棉』叢書之三三引回　三三三三　1冊　民国

　24　北平　燕京大學図書館　燕京大學図書館寄贈　昭和12年3月31日
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（307）『佛家名相通釈』、熊十力著　2冊　民国26　北平　国立北京大回出版組

　熊一拝寄贈　昭和12年5月14日

　　熊十力（1885～1968）。現代中国の思想家。湖北省三岡の人。青年時代に

　は革命運動に参加したが、1917年兄弟の窮死を境に、仏教を学ぶ。易の哲

　学を基礎に宋明理学と仏教の唯識論を融合した新唯識論を唱えた。新中国

　では厳しい批判をうけたが、近年、儒教哲学のもつ普遍的な価値をさぐり

　現代社会に再生することを目指す思想家群である「新儒家」の代表的存在

　の1人として評価されている。（『平凡社世界大百科事典』の「熊十力」の

　項及び『岩波哲学思想事典』の「新儒家」の項による。）

（308）『中華民国郵政判金匪業事務年報』第6期民国24年度　中華民国交通

　部郵政墨金三業局編　1冊　民国26　中華民国交通部郵政儲金三業三三贈

　昭和12年5月14日
（309）『申華民国交通部郵政総局郵政事務年報』－民国23年度　交通部郵政総

　局編　民国25　上海交通部郵政総局　交通部郵政総局寄贈　昭和12年5月

　14日
（310）『明人絶句選』’導車聡選　1冊　民国　上安　楊咽頭隣写照鉛印　楊

　容聡寄贈　昭和12年6月1日、

（311）『国立北平師範大学図書館図書目録』第11次　北平　国立北平師範大

　学図書館　国立北平師範大学図書館寄贈　昭和12年6月1日

（312）『北平近代科学図書館書目』第9～10　北平近代科学図書館　北平近代

　科学図書館寄贈　昭和ユ2年6月15日

（313）『中国税制史』，上・†　呉兆旧著　2冊　民国26　上海　商務印書館

　呉兆華寄贈　昭和12年6月23日

（314）『鉄道公報』第1152～1405期　南京　民国24～25鉄道部秘書撃鉄

　道部秘書処寄贈　昭和12年7月1日

（315）『考試院公報』民国22年（10～12期）、24年（1㌣12期）　民国23～

　24　南京　考試院秘書処　考試院秘書処寄贈　昭和12年7月1日

（316）『司法公法』ha9　36～96民国24～25　南京　司法院秘書処　司法院秘

　詳覧寄贈　昭和12年7月1日

（317）『概計部公報』第47～56期　民国24　南京　審理部総務処　審計部総

　悪処寄贈　昭和12年7月1日

（318）『実業公報』第197～267期　民国23～25南京　実業部総務司　実業’

　部総務司寄贈　昭和12年7月1日
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（319）騰公報』第3－L4巻民国23－34南京財政部総瀦『
熕ｭ三三

　　務署寄贈　昭和12年7月1．日　　　・　　t

（320）r立法院公報』第66～74期　民国24南京　立法院秘書処　立法院

　　秘書処寄贈　昭和12年7月1日

（321）r商標公報』第95～108期　民国24～25・「上海　実業…部商標局　案業

　　部商標局寄贈　昭和12年7月1日

（322）r国民政舩報』’ 謔P63・一1982姻24－25郷国民蔚文官
　　処印鋳局　国民政府文官処印鋳局寄贈　昭和12年7月1日

（323）『衛：生半月刊』・第12巻（1～12期@内政部衛生署寄贈　昭和12年7．月3日）民国24鯨内鰐生餌

（324）lr陳真白先生哀騰』騰芸・『獺舗1冊民国24鉛印広州西堤

　　皇継頭寄贈　昭和12年7月6日越　　　　　』　　　　　　　　3

（3鷺総譜－灘需r24、北即断大駆図書騨印燕

（326＞『太平天国起義記』洪仁汗述　韓山文撰　簡又文訳　1冊　民国24北

　　平　燕京大學図書館鉛印　燕京大學図書館寄贈　昭和12年7月9日

（327）『崔重壁知非集』・崔述撰　1冊　民国20　北平　燕京大學図書館紗本影

　　印　燕京大學図書館寄贈　昭和12年7月．9日・　　’　．　　　　　，

（328）『清淑人名訳漢』変廣撰　1冊　民由　北平燕京大學図書館鉛印　燕

　　京大學図書館寄贈　昭和12年f7月9日　　　　　　　　　　　　　　．・

』（329）『宋程純公年譜・明蘇文清公年譜』楊弓脚本　1冊．北京　燕京大三図「

　　書館翻印　燕京大學図書館寄贈tt昭和12年7月9H

℃（33・）r竸目論画1柵撰民国24・冊北平．鯨樺図書館馬印燕

　　京大學図書館寄贈　昭和12年7月9日’

（331）r三山老人不是集』浦起龍王　1冊層民国25　北平　燕京大學図書館鉛

　　印　燕京大學図書館寄贈　昭和12年7月9日’

（332）r萬暦三大征考』淵徴撰1冊民国23北平1単三學図書館鉛印

　燕京大學図書館寄贈　昭和12年7月9日

（333）『悔翁詩紗・補遺・詩聖・筆記』江士鐸撰　8柵　上元　呉氏銅鼓湾頭

　刊民国24　北平　燕京大學図書館旧刊　燕京大學図書館寄贈　昭和12

　年7月9日　　』　『　“　　　　　　　　　　　　＼、　，

（33
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（335）『燕京大學図書館使用法』1冊　民国25　北平　燕京大學図書館　燕京

　大量図書館寄贈・昭和12年7月9日

（336）『工業標準與度量衡』　第1巻（第1～12期）　民国23～24　南京　実

　業部全国度量衡局　実業部全国度量衡局寄贈　昭和17年9月17日

（337）『隠江組立図書館館刊』第4巻（1～6期）民国24　杭州　1折山苛立図

　書館　畑江省立図書館寄贈　昭和12年10月30日

（338）『教育部公報』第7巻第1期～第8巻第34期　民国24～25．南京　教

　育部総務司教育部総務司寄贈　昭和12年12．月16日

（339）『収量』3713～3751民国25　天津　塵溜発行所　庸報発行所寄贈

　昭和12年12月16日　　　　　“

（340）’『上海物価月報』　第11巻（1～12）　民国24　上海　財政出国主税則、

　委員会　財政部国定税則委員会寄贈，昭和12年12月20日

（341）『北京近代科学図書館一周年報告』　1冊　民国27　北京　北京近代科学

　図書館・北京近代科学図書館寄贈　昭和13年1月18
（342）『墨之物理的研究』　1冊　民国26　（北京近代科学図書館叢刊第四）　北

　京　北京近代科学図書館　北京近代科学図書館寄贈　昭和13年1月18日

（343）『北京近代科学図書館館刊』第2号　民国26　北京　北京近代科学図書

　館　北京近代科学図書館寄贈　昭和13年1月18日

（344）『監察公報』第27～83期　民国24～25監察院秘書処　監察院秘書

　処寄贈　昭和13年2月22日

（345）『国立北平図書館館刊』第9巻（1～6号）　民国24　北平　国立北平

　図書館国立北平図書館寄贈昭和13年2月22日

（346）r工業中心』第4巻（1～12期）　民国24　南京　実業部中央工業試

　隠所　実業部中央工業試験所寄贈　昭和13年3月4日

（347）『北京近代科学図書館書目』第ll新着図書目録民国27　北京　北京

　近代科学図書館　北京近代科学図書館寄贈　昭和13年3月10日

（348）『教育叢刊』第2巻（1～2期）国立中央大学教育学院編民国23～24

　南京　匡『立中央大学　国立中央大学寄贈　昭和13年3月14日

（349）『気象研究所集刊』　第1～6号　民国19～24　南京．国立中央大学

　国立中央大学寄贈　昭和13年3月14日

（350）『市政概要』　1冊　上海市書道政府秘書処編　上海　上海三九道政府

　秘書処　上海市九道政府秘書処寄贈　昭和13年6月24日』

（351）『中華民国交通部郵政総局郵政事務年報』民国24年度　交通部郵政総
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　局編　民国25，上海　交通部郵政総局　交通部郵政総局寄贈　昭和13年7

　月2日

（352）『交通公報』第725～753号　南京　交通部編審委員会　交通部編審委

　員会寄贈　昭和14年8月S．日

　　以上列記した資料以外に、昭和13年7月から17年3月までの問に、中国

　からの資料寄贈とみられるものが30件あるが、寄贈者が具体的にしるされ

　ていないので省略した。　　　　　　　　　　　　　　　　，

　注　1）国立国会図書館所蔵漢籍の収集の経緯及びその内容の概要については、噛

　　　　土屋紀義「国立国会図書館における漢籍の収集の沿革とその概要」（『参

　　　　考書誌研究』第39号　1991年3月　1～14頁）参照。

　　　2）唐墨輪の日本の教育事情視察の内容及びその近代中国教育史たおける

　　　　意義については・江娩『清末中国対日教育視察の研究』（汲古書院　1998

　　　　年12月）「第2部　第6章張百煕の教：育刷新と呉汝編の渡日指命」に

／　　　詳しい。なお、帝国図書館への資料寄贈者の来日の事情については、以

　　　　下において、本書及び熊達雲『近代中国官民の日本視察』（成文堂　1998

　　　　年8月）によるところが大きい。

　　　3）「二十五日、早、閲大橋図書館。始大橋佐平、曾創立博文館、又用資本

　　　　金二十万円設博：進社。明治三十三年、議開図書館、出資金十万円・維持

　　　　費二万五千円、甫経営而病死。其子日新太郎、卒首罪志。其閲覧室下男

　　　’女、楼上可容百六十入人、楼下閲新聞報及新刊雑誌書、可容百人。現蔵

　　　　和漢書三万冊、西書二千余冊、内国雑誌三千五百冊、外国雑誌五百冊、

　　　　計三万六千余冊。毎日午前入時九時至四時五時開館。閲三者三門、購求

　　　　覧券、乃得入。一・次金三銭、若購十次者金二十四銭、求閲新報及雑誌新

　　　書者減半価。其所墨書於券動注名、黙過即蓋館中印章、出門時緻此券。

　　　其三三書目、回書収書、三極速。章程甚善。余以尚書・三三氏漢書平

　　　点・近著風土記三種贈之。」『東遊三三』2、54～55頁

　　　4）前掲『清末中国対日教育視察の研究』付録（1）’「清末中国対日視察者

　　　一覧表」10頁、及び前掲『近代中国官民の日本視察』付録2「清末民初

　　　　における中国官民日本視察者のリスト」29頁。三春翔『古版本常談〔挿

　　　　図増訂本〕』（上海古籍出版社　2002年7月）155頁、『倉石武四郎中国留

　　　学記』（中華三局　2002年4月）164頁。

　　　5）明治29年1月23日、日清役戦利図書が陸軍省から交付されたどいう
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記録がある。（陶山国見「蔵書構成の実態調査及びその評価計画について」

資料1収書業務年表（明治8～昭和40　8・3）2頁　『図書館研究シリ

ーズ』16　1974・12）

6）「初五月戊子礼拝一、至帝国図書館一遊。’図書館蔵中外新旧回書三十余

万巻。内設閲書一区画大可容数百人、至便読者。就中研覧、有執事四五

人、専司縮検収発細動。其舞楽中国古刻本多、及庚子一’役、、中国内庫秘

籍為所得者、亦甚霧、毎巻皆標目所自、目三三然。三日昌々一覧、三三

能細意縮閲、図表。臨行、司書者贈所蔵書目録一巻与聚叔。」

なお、『雲海東遊記』には「この日見た宋刻本は3種」とあるが、このう

ち『佛説妙吉祥最勝根本大教経』は原物確認によると、版本ではなく写

本である。念のために記す。

7）劉世桁に従って来日した凌文淵の『籠庵東遊日記』の序に「光緒二十

九年癸卯春、貴池劉観察聚軽車世桁以江加重大府派、赴日本、孜察大阪

第五次内国勧業博：覧会。」とある。

8）「十三日丙子、霧、展、再往上野公園東京音楽学校。（中略）順道過帝

国図書館、購券緯圏。閲書者絡繹、三三三四、別紙署名、取三三閲三三。

余亦検宋版書数種、有陳陽楽書、楊万里作序、係徽宗時献於朝曇。又雑

検図版書数種・旙閲一過・即出。」

9）前掲『清末中国対日教育視察の研究』、『近代中国官民の日本視察』そ

れぞれの付録を参照。また方氏の日本紀行『瀬旧観学記』（光緒29刊）

の序に「光緒壬寅冬、奉建徳申磨墨、自山東来日本、孜視学事、居東京

両閲月銀行。癸卯二月、帰報於済南。又承命、摯五十余人、東渡遊学。

五月出漁。閏五月。復室東京、諸生既入学、長日得暇、因取旧遊所見三

者、綴輯編録之。（下略）」とある。

10）前注に引く『雲州観学記』序による。

ll）この点については、江娩、前掲書89頁注80参照。

12）注娩、前掲書124～125頁による。

13）「先生此書、（中略）翁島幸與校字之役、既卒業。蚕糸、三士以後、孤

學旧文、書人通暁。初孫淵如先生所云、不覚悟野猫其末。野選箕謹践。」

14）江娩、前掲書附録1、28頁、ト熊達雲、前掲書附録2、44頁

15）「光陰二十五年己亥。（中略）先生在家三三。学生五人、為先生長子三

元、次子仲雍、嫡堂弟由甫遵庚（下略）」、「黄公度先生年譜」（『人境盧詩

草箋注』上海　古典出版社　1957）63頁　　「光緒三十年甲辰。（中略）
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派門人楊弓三三五・三三姪三三二人、往日本四速成師範、準備任東山師

範三三教師。同時三助三三三三甫、並三四子三三・長孫延豫、往日本留

学」（同上）76頁’

16）「未生」は三宝鎗の字。三宝鐙及び本資料については、国立国会図書

館編『稀本あれこれ』出版ニュース社　1994・548～49頁「秋三士

詞・三女三三詩」の項を見よ。

17）江娩、前掲書、附録1、9頁

（つちや　のりよし　調査及び立法考査局文教科学技術調査室）

／　i

／
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